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Ⅰ　1番草収穫時の留意点　  

（１）メドウフォックステイル（黒穂）の草地対策 

・種子を落とす前にできる限り早刈りする（開花後、３週間以内が望ましい）。 

・黒穂の侵入がない草地では、付着した黒穂の種子を他のほ場に拡散させないようモアな

ど作業機の清掃をしてから刈り取る。 

・黒穂によってチモシーの衰退が著しい草地は、更新を検討する。 

（２）高刈りにする 

・原料草への土砂混入防止と予乾促進に加え、チモシーの球

茎損傷による衰退を避けるために高刈りにすることが有効

である。 

・刈取高は、10cm以上が推奨されるため、カッターバーを調

整する（モアにゲタ、ソリ、スキッドプレート等を装着するのが

望ましい）。 

・切断面が荒くならないように適宜、刃の研磨を行う。 

（３）チモシーを維持するために 

・１番草収穫後に追肥を励行する。 

・晩秋には草地に石灰資材（防散タンカル等）を散布し、酸性化を防止する。 

Ⅱ　暑さから牛を守る　 

（１）換気を行う 

・窓や扉を開放し、空気が通るようにする。 

・送風機や換気扇を利用して強制的に空気を動かす。 

(２)直射日光を防ぐ 

・遮光シートや寒冷紗などを用いて、日光を抑制する。 

・パドックでは単管を立てにシェードや遮光ネットなどで覆

い、日陰をつくる。 

（３）新鮮な水を与える 

・常時、新鮮な水が飲めるよう給水する。 

・水槽は、衛生的に保つために週に１回以上清掃する。　 　  

（４）断熱する 

・牛舎の内側に断熱材を張る、屋根に断熱塗料や石灰資材を塗布する。 

・屋根にスプリンクラーなどで散水する。 

Ⅲ　家畜伝染病対策（ヨーネ病等）　 

◇農場の入り口に石灰を散布し、石灰帯をつくる（散布の際は吸い込まないようにマスクや

ゴーグルを着用すること）。 

　 ※散布後はジョーロなどで湿らすと殺菌効果が高まる。 

◇牛舎に消毒槽を置く。 

◇牛の免疫力低下を防ぐため、密飼いを避け、牛床の乾燥、新鮮な水と良質な飼料を与え

　 る。 

遮光シートで直射日光を遮る


